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1．は じめ に

　イン ド亜大陸の東北部で は ， モ ン ス ーン オ ン セ ッ ト前か

ら降水現象がある こ とが知られて い る，Matsumoto ［19971
は，降水量を指標 とした雨季のオン セ ッ トをモ ン スーン

ア ジア域で 求め，特にイ ン ド・ア ッ サム域で最 も早 く雨
期が開始す る こ とを明 らか に した．同 じくイ ン ド亜大陸
東北部 に 位置す る バ ン グラデシ ュ で は，時 として竜巻を

伴うよ うな擾乱が プレモ ン ス
ー

ン 期 に観測 され ， 多大な

る被害を もたらす．Yamane 　and 　Hayashi［2006］は，バ ン

グラデ シ ュ に おけ る激しい 擾乱が発生す る環境場を調べ
，

大気が不安定化する地理 的分布を示 した。しか し，バ ン グ

ラデシ ュ か ら北東イ ン ドに か け て見 られ る プ レモ ン ス ー

ン期の 降水現象をもたらす原 因はい まだ明らかにされ て

い な い ．また，こ の 地域にお ける観測 データが不十 分 で

ある こ とも重な り，プ レモ ン ス
ー

ン 期 の降水現象に関す

る 研究は な か な か 進まなか っ た．我々 の グル
ープで は ，そ

の 観測デー
タの 不足を補 うため，こ れま で積極的に 自記

雨量計を展開 して きた．また擾乱の 構造 を知るために高
層観測も行 っ て きた が モ ン スーン期に 限られ て い た．そ

こ で ，プ レ モ ン スーン期の 大気の状態および擾乱の構造

を明 らかにする こ とを目的と し て ，2007年プ レ モ ン ス ー

ン期に 高層 大気観測を実施 した．

2．観測概要
　2007 年 4 月現在バ ン グ ラデシ ュ で は，気象局 （BMD ，
Bangladesh　Meteorological　Department ）が首都ダ ッ カ

で高層大気観測を 2 日に 1 回，00UTC （06 地方時）に行っ

てい る．観測測器 は，vaisala社の RS80 である．我々 は，4
月 20 日〜5月 15 日の 26 日間，1 日 3 回 （00，06，12UTC ；

BMD の 観測が ある際は 06，12UTC ）の観測を実施した．
観測測器 は，vaisala社の ラジオゾンデ RS92 −SGP を使
用 した．

3．環境場
　 こ の 集中観 測を行 っ た 期間の 環境場 に つ い て述べ る．
2007 年 3−5 月 ま で の バ ン グ ラデシ ュ 域 （北 緯 22，5−27．5
度，東経 87．5−92．5 度）に おける OLR の 時系列とイン ド
か らイ ン ドシ ナ半島 に か け て の OLR の 平均分布図 を 図 1

に示 した．こ の地域 における平均的なモ ン スーン オ ンセ ッ

トは 6 月上旬である ［e．g．，　Ah 皿 ed 　and 　Karmakar
，
1993 ；

Wang 　and 　LinHo ， 2002］．3 月には OLR は 260W ／m2 を

上 回 り，対流活動が抑制されてい る こ とが分かる．高層大

気観測 を実施 した期 間は大 きく 3つ に分ける こ とができ

る．期間 A と C は，260W ／m2 を下回 り，比較的対流活

動があ っ た こ とを示 して い る ．一方期間 B は ，260W ！m2
を上 回り，対流活動は抑制されて い た．こ こ に 示 さな い

が，実際の 地上観測に お い て も期 間 A に は 死者を伴 うメ

ソ 擾乱活動が活発 で，対象的に期間 B では メ ソ擾乱活動
は不活発 で あ っ た．期間 C は 図 1（a ）か ら対流が活発化 し

て い る こ とが示 され るが，地上観測では期間 A に 比べ 擾
乱 に よる降水 は少なか っ た ．

　プ レモ ン ス
ー

ン 期の OLR の 平均分布図 （図 1（b））か

ら，イ ン ド亜大 陸で広範囲 に わた っ て対流抑制が起きて

い る こ とが分か る，対照的に ，イ ン ドシ ナ半島で は 5 月

を含ん で い る ため既にモ ン スー
ン がオ ン セ ッ トして い る

が，対流活動が活発 で あ る。研究領域 で あ る イ ン ド亜 大

陸東北部 で は，ア ッ サム地域で対流活動が顕著である，一

方バ ン グラデ シ ュ 域で は イ ン ド亜大陸 とア ッ サ ム域 との

遷移域にあたる、
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図 12007 年 3−5 月の OLR （1998 年 3−5 月）．単位 は

W ／m2 ．（a ）：バ ン グラ デシ ュ 域 範 囲は 〔b） tこ記載）の 領
域平 均 した時系列データ．期間 A ，B ，　 C は．それぞれ 4 月

20 −27 日，4 月 28 日一5 月 5 日、5 月 6− 14 日．（b）：期間平

均した OLR 分布図．矩形領域は，（a ＞に おける 平均ざ れた領

域を示 す．北緯 22．5−27．5 度，東経 87 ．5 −92 ．5 度，

　次に，図 1で示 した期間 A−C における各期間につ い て

OLR の コ ン ポジ ッ ト解析を行っ た （nQt 　shown ）．期 間

A に お い て ，中緯度 か らの OLR の 低い 領域が南下 して

い る の が示され て い る．また，期 間 A か ら期間 C に かけ

て，イ ン ドシ ナ半島南部の 低 OLR 域が北西進して い る こ

と が示 さ れ た ．大規模場で の 対流活発 域の 北 西進と中緯

度 トラ フ との 関係を さらに調べ る必要 がある。

4 ．まとめ
　プレモ ン ス

ー
ン 期 の 降水現 象は，モ ン ス

ー
ン 性降雨 の

よ うにベ ン ガル 湾か らの 下層の 南西 風によ っ て もた らさ

れ るの ではな く，む しろチ ベ ッ ト高原の南縁を東進する上

層の トラ フ の 通過が強 く影響する こ とが示唆 され た ．上

層 の トラ フ は，中緯 度偏 西風 帯 の 南下 と共に 東進し，プ
レモ ン スーン期の イ ン ド亜大陸東北部は ， 強 く中緯度 の

影響を受け て い る こ とが分か っ た，また，赤 道付近の擾

乱 の 影響 に つ い て もさ らに調べ る必要 があるだろ う．

　発表で は ，今回観測した高層大気観測デー
タを用 い た

擾乱の構造の解析結果，環境場との 比較 に つ い て も報告

する ．
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